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【9⽉のテーマ】

⽣き物たちの「護⾝術」
案内⼈︓⿑藤 安⾏・⼩⽥⾕ 嘉弥

（⿃の博物館学芸員）

⽣き物たちは天敵から⾝を守るため、まわりの⾊に溶け込んだり、

毒やトゲを持ったり、時には⽴ち向かうこともあります。⽣き残る

ためにどのように天敵の攻撃をかわしているのか、⾝近な⽣き物た

ちの「護⾝術」を探してみましょう。

2021年9⽉11⽇（⼟）
⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地ではマナーを守って観察しましょう。

カムフラージュ

クズの花の⾊に溶け込んだウラギンシジミの幼⾍



警告する 警戒⾊

⽴ち向かう 武装する

はぐらかす 群れる

逃げる 強者を利⽤する

その他、隠れる・擬死（死んだふり）・⾃切（例えばトカゲの尾）など、
⽣き物たちはさまざまな⽅法で天敵から⾝を守っています。

アリに守られるアブラムシ

攻撃⽤の毒針を持つコガタスズメバチ 危険な昆⾍の⾊に似たタケトラカミキリ

オオカマキリ 固い殻やツノで武装したカブトムシ

ムクドリ⼤群のねぐら⼊りコジャノメの⽬⽟模様に残る⿃の⾷痕

⾶んで逃げるセッカ


